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「突然の心停止に対する最初の10分間の対応と適切なチーム蘇生」



ICLSとは

日本救急医学会が主催、または「コース認定」をして行う、医療従事者のための蘇生トレーニング

コースです。心臓血管系の緊急病態のうち、特に「突然の心停止に対する最初の10分間の対応と

適切なチーム蘇生」を習得することを目標とした、実技実習を中心としたコースです。受講者は少人

数のグループに分かれて実際に即したシミュレーション実習を繰り返し、約1日をかけて蘇生のために

必要な技術や蘇生現場でのチーム医療を身につけます。

身につける行動の目標は以下の通りです。

•蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

•BLS（一次救命処置）に習熟する

•AED（自動体外式除細動器）を安全に操作できる

•心停止時の４つの心電図波形を診断できる

•除細動の適応を判断できる

•電気ショックを安全かつ確実に行なうことができる

•状況と自分の技能に応じた気道管理法を選択し実施できる

•気道が確実に確保できているかどうかを判断できる

•状況に応じて適切な薬剤を適切な方法で投与できる

•治療可能な心停止の原因を知り、原因検索を行動にできる

コースの目的

実施結果

受講生12名が当コースを修了し、ICLSアシスタントインストラクターの資格を得た。

今回の受講生は、12名全員初期研修医であった。

スタッフ（サブディレクター１名、インストラクター4名、アシスタントインストラクター2名）計7名で、指導

を行い、2ブースを問題なく運営した。

※スタッフ詳細はP.6
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本コースは、初期研修医の救命医療における知識と技術の向上を目的として開催した。

第 36 回 I C L S コ ー ス



１．BLSブース

１）受講者・指導者手指消毒（ハセッパー水）のタイミング

・手技の前後に都度行う

２）備品消毒（アルコール清拭）のタイミング

・セッション開始前（インスト全員で実施）

・１手技終了後（フィードバックを受けていない受講者にも協力を依頼）

３）備品消毒箇所

（１）マネキン

・胸部

・頸部

・顔面

（２）BVM

（３）AED

４）その他

・受講者2人につき、マネキン1体とする

・呼気吹き込みを行う人工呼吸の練習は割愛する

２．気道管理ブース

１）受講者・指導者手指消毒（ハセッパー水）のタイミング

・手技の前後に都度行う

２）備品消毒（アルコール清拭）のタイミング

・セッション開始前（インスト全員で実施）

・１手技終了後（フィードバックを受けていない受講者にも協力を依頼）

３）備品消毒箇所

・気道管理マネキンの顔面

・経鼻カニューラ、酸素マスク、リザーバーマスク

・エアウェイ

・喉頭鏡

・気管チューブ

・スタイレット

・赤シリンジ

・カフ圧計

４）その他

・窒息解除・声門上デバイスに関しては、全体に対して紹介説明のみ行う。

３．モニターブース

１）受講者・指導者手指消毒（ハセッパー水）のタイミング

・シナリオ開始時

・シナリオ終了時、着座前
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・セッション開始前（インスト全員で実施）

・１手技終了後（フィードバックを受けていない受講者にも協力を依頼）

３）備品消毒箇所
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各ブースにおける感染予防対策
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２）備品消毒（アルコール清拭）のタイミング

・セッション開始前（インスト全員で実施）

・シナリオ終了時（PC・タブレット操作者が実施）

※PC・タブレットの消毒は、次操作者が実施

３）備品消毒箇所

（１）マネキン（上着を外す）

・胸骨圧迫部

・モニター装着部

・頸動脈部

・顔面

（２）モニター付き除細動器

・両パドル

・リード

・スイッチ

４．シナリオブース

１）受講者・指導者手指消毒（ハセッパー水）のタイミング

・シナリオ開始時

・シナリオ終了時、着座前

２）備品消毒（アルコール清拭）のタイミング

・セッション開始前（インスト全員で実施）

・シナリオ終了時（PC・タブレット操作者が実施）

※PC・タブレットの消毒は、次操作者が実施

３）備品消毒箇所

（１）マネキン（上着を外す）

・胸骨圧迫部

・モニター装着部

・頸動脈部

・顔面

（２）BVM

（３）モニター付き除細動器

・両パドル

・リード

・スイッチ

（４）輸液・薬剤

（５）記録

・ホワイトボード

・ストップウォッチ

・マーカー

・イレーサー

２）備品消毒（アルコール清拭）のタイミング

・セッション開始前（インスト全員で実施）

・シナリオ終了時（PC・タブレット操作者が実施）

※PC・タブレットの消毒は、次操作者が実施

３）備品消毒箇所

（１）マネキン（上着を外す）

・胸骨圧迫部

・モニター装着部

・頸動脈部

・顔面

（２）モニター付き除細動器

・両パドル

・リード

・スイッチ
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タ イ ム テ ー ブ ル

〈実施内容〉

開 催 日 時 令和4年9月24日（土） 9：20～17：00

受 講 者 数 6名

対 象 初期研修医(4名)　看護師(2名)

場 所 長崎大学病院　シミュレーションセンター

〈スケジュール〉

09:00～09:20 20分

09:20～09:30 10分

09:30～10:10 40分

10:10～10:20 10分

10:20～11:10 50分

11:10～11:20 10分

11:20～12:10 50分

12:10～13:00 50分

13:00～13:10 10分

13:10～14:20 80分

14:20～14:30 10分

14:30～15:20 50分

15:20～15:30 10分

15:30～16:40 70分

16：40～16：50 10分

16:50～17:00 10分

休  憩・移  動

グループ(A) グループ(B)

受  付

オリエンテーション シミュレーション室1　

BLS+AED シミュレーション室2　

終了式・修了証授与式
シミュレーション室2

休     憩

昼食（指導者：シミュ2、受講者：シミュ1）

BLS・ALSデモンストレーション

モニター
シミュレーション室2

気道管理
シミュレーション室1

休     憩

休     憩

チーム蘇生VF/VT　シミュレーション室2　

non　VF/VT　シミュレーション室2

Megaコード　シミュレーション室2

休     憩

モニター
シミュレーション室2

気道管理
シミュレーション室1

午前：気道管理 午前：モニター
インストラクター： ★百木　中尾 インストラクター：★石本　横山
アシスタント    ：  　武 アシスタント    ：  　中山
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◆アンケート◆ 受講生の声



◆アンケート◆ スタッフの声
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フ ォ ト ギャラリー




